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1. 緒言 
レアメタルは自動車、IT 部品等の製造に不可欠であるが、世界的な需要の高まりにより
価格が高騰し、また生産は少数の国の独占状態にあり、安定供給が問題視されている。 
我々は、工場排水や海水などから効率良くレアメタルを回収できる繊維状吸着材の創成
を目指している。吸着性能の付与には電子線照射グラフト重合法を用いた。 
2. 実験および結果 
2-1 試料 
繊維材料としてはソフィスタ（クラレ㈱）の不織布を用いた。この繊維はエチレンとビ
ニルアルコールのランダム共重合体であるエバールを鞘、PET を芯とした芯鞘複合繊維であ
り、PET 部が繊維強度を確保し、エバール部は容易に電子線グラフト重合できる。 
グラフト用モノマーとしては金属イオンを吸着できるアクリル酸を用いた。 
2-2 電子線グラフト重合 
電子線グラフト重合は前照射法で行った。まず、
所定量の繊維材料をポリエチレン袋に入れて窒素
通気をすることで、酸素を除去した。その後、密
閉したまま袋ごと電子線を照射することでラジカ
ルを発生させた。試料を取り出し、アクリル酸溶
液に浸漬させ、所定条件でグラフト重合を行っ Fig.1 グラフト前、(左)、後(右)の繊維断面 
た。 最後に試料に残った未反応モノマー、ホモ 
ポリマーを洗浄により除去した。FT-IR 測定結果、アクリル酸グラフト試料では 1700cm⁻付
近に C＝Oの伸縮振動ピークが検出されたこと、カチオン染料の吸着等で確認した。  
グラフト前後の繊維の SEM 観察の結果、PET 部はほとんど変化なく、エバール部分の厚み
が大きくなり、この部分が主にグラフト重合されていることが明らかとなった（Fig.1）。 
2-3 金属イオン吸着 
グラフト率に対する電子線照射線量の影響
を調べた結果、50kGy から 250kGy までは線量
とともにグラフト率は増加し、300kGy ではグ
ラフト率は低下した。 
 また、モノマー濃度が上がるとグラフト率は
増加したが、モノマー濃度が 20%以上のときは
布帛の状態を保てなくなりゲル化した。 
 170%グラフトした試料を用いサマリウム      Fig.2 グラフト率のモノマー濃度依存性 
Sm イオンの吸着性を調べた。Sm イオンの
分析はキシレノールオレンジ水溶液を用
い、呈色させ、比色分析法により行った。 
 浴比 1：50 で 10ppm 水溶液を吸着させ
たところ、10 時間で浴中の約 95%のサマ
リウムが吸着できた。また浴比は 1：10000
で最大吸着量を求めたところ、pH6.63 で
は処理布 1kg で 77g の Sm が吸着できた。                        
本研究はクラレ㈱との共同開発である。  Fig.3 グラフト不織布の Sm 吸着 
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